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いつも皆様には大変お世話になって

おります。 ζのたび、 2012年 12月

に行われた沖縄県医学会で症例報

告をしました。初めての発表でとても

緊張しましたが、指導医の石井先生、

諸見川先生をはじめ上級医の先生方

に夜遅くまで指導して頂いたお陰で

無事に発表を終える事ができました。

形に残る賞を頂けて本当に光栄です。

患者さんの診躍をしていた時、資料をまとめる時など、病院の多くの方

に協力して頂いた事にこの場を借りてお礼申し上げます。今後ともど指

導・ど鞭援のほどよろしくお願いいたします。
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歳
で
冠
動
脈
パ

通
緬
留
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イ
パ
ス
手
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受
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、
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平
成
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え
mw歳
で

‘

盛
大
に
カ
ジ
ヤ
マ
ー
の
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。
審
お
ば
あ
さ
ん
は
つ
い
最
近
ま

で
自
分
で
パ
ス
に
乗
っ
て
当
院
外
来
を
受
診
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
暮
れ
か
ら
は
長
男
さ
ん
が
車
で

送
迎
し
て
診
察
室
へ
は
自
分
ひ
と
り
で
「
お
早
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
入
っ
て
き
ま
す
。
心
臓
外
来
の
第
l

診
察
室
に
は
こ
の
時
の
カ
ジ
マ
ヤ
l
(風
車
)
の
1

本
と
あ
や
か
り
ク
}
プ
(
昆
布
)
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
で
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
と
言
え
ば
、
昨
年

1
月
に
平
成
天
皇
が
こ
の
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術

を
受
け
回
復
し
て
元
気
に
仕
事
を
し
て
話
題
に
な

h
ソ
会
品
・
し
れ
九
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
に
行

な
わ
れ
る
の
が
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
で
す
。
心
臓

を
養
う
3
本
の
細
い
冠
動
脈
は
大
動
脈
の
狼
元
か

ら
出
て
冠
の
よ
う
に
心
臓
を
つ
つ
ん
で
い
る
の
で

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
冠
動
脈
が
動
脈
硬
化

で
内
腔
が
挟
く
な
っ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
す
る
と
狭

心
症
、
心
筋
梗
塞
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
狭
窄
、
閉
塞

に
た
い
し
て
は
風
船
に
よ
る
拡
張
が
ま
ず
考
慮
さ

れ
ま
す
が
、
拡
張
が
難
し
い
場
合
、
バ
イ
パ
ス
手
術

の
出
番
で
す
。
冠
動
脈
の
狭
窄
部
、
閉
塞
部
を
跳
ぴ

越
え
て
、
か
ら
だ
の
他
の
部
分
の
細
い
血
管
を
つ
な

ぎ
ま
す
。
こ
の
バ
イ
パ
ス
に
は
心
臓
前
面
の
胸
骨
の

裏
を
流
れ
る
肉
胸
動
脈
が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
内

胸
動
脈
バ
イ
パ
ス
は
永
遠
の
バ
イ
パ
ス
と
も
呼
ば

れ
非
常
に
長
持
ち
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
当
院
で

1
9
S
5年
(
昭
和

ω年
)
幻
歳
で
こ
の
内
胸
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
衡
を
受
け
た
西
原
町
の
金
城
さ
ん
〈
男

性
)
は

ω代
な
か
ば

ま
で
大
工
の
仕
事

を
続
け
、
手
術
後
幻

年
を
経
て
mw
歳
の

現
在
も
元
気
で
外

来
に
通
っ
て
い
ま

す。

本庄裕二郎

-外来一目平均患者数:719(前年同月比 -95人)

・入院一目平均患者数:268(前年同月比 -2人)
・組合員利用率:52.4" (前年同月比ー 1~鮒

タ:12月鹿〉

2月1日より外来の師長巴怠りました 玉減量夢予〈忽まI!じゅ
ん乙)と申しま電t.
主~，帽を担当さぜてい怠&::くことと怠り、 2僧担当@金滅
利稜師長と2人俸制巴怠りま~.
1日何百人ちいらっしゃる外来患者織が、「受S参して良かっ

怠J と患ってい怠&::けるよう怠外来巴怠るよう努力致しま~.

研修医

病院広報誌「はいさいJ欄に掲載しています。

1帽fl.*師長
玉偏薄手

沖縄協同病院・病院広報

[福島ーの医療生協わたり病院の支援倒|

。fはいさもりは沖縄協同病院のホームページ

2013年 1月5目、土曜日の午前外来を終えて空港じ行き、
摂氏17.5皮の那覇を出て、揺れる飛行機、東北新幹線(脱輸
するかと思うほど左右に揺れる)を乗り継いで、午後8時半の
福島仁降り立ったときの外気温は摂氏零下 0.8度。凍える夜道
を歩いてピジネスホテルに到着。ロピーに入ると玄関 0.35μSv
/時、客室 0.08μSv/時と空間線量が表示されている。そう
いえば予め見ていたわたり病院のホームページでも、病院玄関

先で、 0.34μSv/時、待合ホール 0.08μSv/時と敷地内の空
間線量が表示されていたのが思い出された。ぞう、怖いのは寒

きではな〈、この放射線なのだ。翌朝、朝食をとり仁 1階にお
りると、ロピーは出張の学会で見慣れたいつもの景色とは遣う

雰囲気が厳し出されていた。作業服仁身を包んだ男たち。ぞう、

多くの人々が全国各地から集まり、除染作業を目的に投宿して

いるのだ.除染作業は国の管轄である。しかしこの事業も大半

を大手ゼオ、コンが受注し、地元企業の多〈は下請け、孫請げと

なるので、国や自治体が発注する額の3-4割にしかならないと
いう。県内の除染関迷求人は 1800人程あるとされているが、
作業による被曝の不安、期待したほどの賃金ではない、などの

理由で敬遠され、求人に対して1割ほどしか集まらないかもう。
1月 6日、前医からの引き継ぎ、オリエンテーションもそニそ
こに外来日直に入る。外来を行いながら、昼食の空いた時間で

前日入院の救急患者を回診。患者さんは昨年 S月に千葉から
福島に除染作業に入った 60歳台の男性、急性左心不全による
肺水腫で挿管されている。亜急性期病棟の患者さん6人の引き
継ぎも時聞が無く、サマリーを見ながらの回診となった。その

後外来、救急外来、健診をこなしながら日々を過ごし、 1週間
後にはしっかり日直、当直に入る自分がいる。何とか事故もなく

無事に任務を終了となった。{次号へ続く〉

内科諸見川純

毎月 1日発行

《沖縄協同病院の理念》

O人権といのちの噂厳を守
る、無差別平等の医療を行
います。

0飽蟻と共な平和で鍵1(巴事
らぜる、まちづくりを行い
ま管。

2013年2月1日(金〉

心
臓
血
管
外
科

嘗
山
虞
入



「

第 137号

虹の箱とl芯患者さまの声を医療活動
I~反映させていくための投書箱です。

(ご意見・ご要望) 工ス力レータのスピードを下げてほしい。付添いで恐怖

を感じる。他の病院では遅〈運行しています。

沖縄協同病院・病院広報毎月 1日発行2013年2月1日(金)

園田園田-薗薗!lW&Q m孟語圏

外鞘の投書

fご返事〕 現在、エスカレーターの運行速度!et最も遅い速度巴設定されてい
一一一一 ますが、安全面から高齢の万や、ふらつきのある万、乗り降り巴不安

を感じられる万など巴つきましては、お近くのエレベーターを案内しております。

ご面倒をおかげい定しますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

上原信行施設課長

-=@9gmv
@
 

問問同

当院の泌尿器科は昨年末に医師が1名退職し、3月末で現勤務医が長期研修
に入るため、新規の患者様の受け入れが難しい状況となっています。

1月より当院の泌尿器科外来の新規の患者様受け入れを停止しますので、お

知らせいたします。

ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。

〉外来体制寝

国 圏 函 申 自 自

午 一多和田利香 島袋隆 重陽真美 島袋陸 居陽真美 第1・3温
Z書

嘉陽(真)

前
吾 回産外来 回産外来 丹家歩 丹家歩 箆2・4遭

午 多和田利香 伊良漉肇 産後健診変代 国産外来 母乳外来
稲福

E書
第5週

後 !j 変代

~詰 (2013年2月5日-)

固 函 園 品 自 畠
午
【守予也3事清志郎 宅 原昌義 fて予1上原昌義 ~予E】E械仁 |@菊池健診 菊池健

⑤ 津田智弘 ⑤ 津田智弘 堂 々木被志~ 佐々木被志 佐々木被志 (奈代)

前 言事 金槌仁 金施仁 比嘉清志郎 菊池健 津田智弘

併制来 @ 掛帽欄嚇相、ます.

(20日年1月23日-)現和志3支師

2013年2月9目【土)-10日【目}
湿潤公園盲濡鼠個申央噴水広場

湿潤さ〈らまつり奥行量員会
沖縄協同病院も実行委員としτ惨却します.

と曹:

ととる:

主個:

上原医師の
季節の挿絵

通:内科医上原和博

シ
ラ
ン
(
紫
蘭
)

「
シ
ラ
ン
」
は
、
ム
ー
チ
ー
ピ
ー
サ
か

ら
ケ
l
シ
ピ
l
サ
(
寒
さ
が
戻
る
〉
ま
で
、

沖
縄
の
冬
を
感
じ
る
時
期
巴
咲
く
花
定
。

以
前
、
ゃ
ん
ば
る
で
タ
ン
力
ツ
狩
り
を

し
て
い
る
時
、
畑
の
間
々
巴
地
昧
だ
が

人
目
を
惹
き
つ
け
る
こ
の
花
ガ
咲
い
て
い
定
の
を
思
い
出

す。漢
字
で
は
「
紫
蘭
」
と
書
き
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
紫
色
の
閣

で
あ
る
。
蘭
の
仲
間
は
栽
倍
が
難
し
い
が
シ
ラ
ン
は
、
宿
根

な
の
で
放
っ
て
お
い
て
も
時
期
巴
な
る
と
花
を
咲
か
せ
て

寄
在
を
主
張
す
る
植
物
で
あ
る
。

h
g
思
い
出
の
紫
蘭
の
花
、
庭
の
問
巴
植
え
定
よ
h
g
と
叡
わ

れ
る
よ
う
巴
目
陰
を
搭
む
花
で
、
私
は
一
時
期
、
こ
の
花
巴

魅
せ
ら
れ
、
花
が
終
わ
っ
定
安
い
も
の
を
買
い
ま
く
っ
て
庭

の
隅
々
巴
植
え
定
も
の
で
あ
る
。

原
産
は
関
東
地
方
以
西
、
南
西
諸
島
、
台
漕
、
中
国
西
南
部

と
い
っ
定
暖
地
。
「
君
知
る
や
薬
草
園
巴
紫
蘭
あ
り
」
と
虚
子

の
一
言
葉
が
一
加
す
よ
う
巴
紫
蘭
は
漢
万
で
は
重
宝
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
根
を
蒸
し
て
乾
燥
さ
せ
定
生
薬
は
、
肺
結
核
の

暗
血
や
胃
潰
癌
の
吐
血
の
止
血
巴
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
民

間
薬
と
し
て
も
皮
膚
の
傷
口
を
保
護
し
、
皮
膚
再
生
を
促
す

こ
と
か
ら
外
傷
、
?
力
ギ
レ
巴
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
詳

し
く
研
究
す
れ
ば
、
l
p
S
細
胞
よ
り
先
巴
再
生
医
療
巴
貢

献
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
県
民
ガ
一
丸
と
な
っ
て
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
」

を
叫
ん
で
も
数
週
間
後
巴
は
強
行
配
備
さ
れ
る
し
、
「
辺
野

古
新
基
地
建
設
反
対
」
と
叫
ん
で
も
新
聞
巴
は
「
辺
野
古
推

進
決
定
」
の
見
出
し
。
全
く
の
沖
縄
無
視
で
あ
る
。
「
沖
縄
の

事
な
ん
て
シ
ラ
ン
と
ほ
言
わ
せ
な
い
」
定
め
巳
、
シ
ラ
ジ
の

再
生
刻
果
で
政
治
家
定
ち
の
脳
を
再
生
す
る
万
法
は
な
い

も
の
か
。

と
よ
み
生
協
病
院

事

務

課

長

金

械

稲

子

企シラジ

病院広報誌「はいさい』欄に掲載しています。。「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ
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